
新たな行財政改革プランの策定について

１ 策定の趣旨

現在、「みやざき行財政改革プラン（第二期）」に基づく全庁的な行財政改革に取り組ん

でいるが、その推進期間が本年度で終了する。

依然として厳しい財政状況の中、限られた人員・財源で、多様化・高度化する行政

ニーズに的確に対応していくためには、今後とも不断の取組が必要であり、諸課題の整理

等を行いながら、新たな行財政改革プランの策定に取り組む。

２ 策定の基本的な考え方

(1) 現行プランの基本理念や行革の視点等の大きな方向性は継承する。

(2) 現行プランの達成状況等を踏まえ、改革プログラムの改訂や新たな取組について検討

する。

(3) 庁内ワーキンググループを設置し、課題の整理、素案の検討等を行う。

(4) 検討に当たっては、行財政改革懇談会、県民アンケート、パブリックコメント等を

実施し、広く県民の意見を反映させる。

(5) 推進期間は４年間とし、新たな県総合計画のアクションプランとの整合を図る。

３ 今後のスケジュール

日 程 会 議 等 内 容

H30年 県民アンケートの実施 別紙(行財政改革に関する県民アンケート調査票）参照

９～10月 職員アンケートの実施

10月 行財政改革懇談会 ・行財政改革プラン(第二期)の取組について

・新たな行財政改革プランの策定について

H31年２月 行財政改革推進本部会議 ・新たな行財政改革プラン(素案)の協議・決定

３月 行財政改革懇談会 ・新たな行財政改革プラン(素案)について

３～４月 パブリックコメントの実施

５月 行財政改革推進本部会議 ・新たな行財政改革プラン(最終案)の協議・

決定

６月 議会へ議案提出予定
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